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私たちは、⾝体の動きだけから⼼の状態をそっと読み解く技術を開発しています。まず、
VR環境での⾏動‧⽣体反応を解析し、恐怖や緊張を反映する運動パターンを抽出し、VRの
3D空間で恐怖学習の後に⾃らの⾝ぶりで回避操作を練習すると、翌⽇（24時間後）も発汗
反応などの⽣理指標や動きの指標が有意に低下することを⽰しました（iScience 2024）。
能動的な⾝体運動による訓練は、観察のみや従来の“恐怖の消去”よりも効果の持続が⾒られ
た点が特徴です。この研究は、スマートフォンをハンドルに⾒⽴てて回避操作を練習できる
試作アプリも検討中です（効果検証はこれから実施します）。こうした試みを通し、将来的
には、個⼈の不調の兆しを、⽇常の活動を妨げず⾮接触‧匿名性配慮で⾒守れることを⽬指
します。

個⼈と集団の気分を⾝体運動から推定 ⾝体と脳から解き明かす恐怖記憶の推移

本研究開発は、JSTムーンショット「⾝体的能⼒と知覚能⼒の拡張による⾝体の制約からの解放」（⾦井PM）のもと、⾮接触の⾝体情報
から気分や⼼⾝状態を推定する基盤技術と、社会実装に向けた実証を進めています。⼼拍‧発汗‧瞳孔‧眼球運動‧表情‧⾝体動揺など
を、実験室と⽇常⽣活の双⽅でウェアラブルやスマホを⽤いて計測し、AIで現在の状態を推定‧近い将来を予測して、予定調整やセルフ
ケアなどの具体的なフィードバックにつなげます。特に、事故後のPTSD予防など⽀援が届きにくい⾼リスク層に焦点を当て、医療‧福祉
機関と連携しつつ、匿名アバターを活⽤した安⼼なコミュニティや、仮想空間での認知⾏動トレーニングの提供も検証します。実験機材
や熟練者に依存せず、誰もが⽇常の中でBMI（ブレイン‧マシン‧インターフェース）の恩恵を受けられる社会の実現を⽬指します。

今後の展望
まずは学校や職場での⼩さなパイロットから、⾮接触‧匿名性配慮で“そっと⾒守る”仕組みを試し、気分のゆ
らぎを可視化して休憩の提案や呼吸‧回避トレーニングなど簡単なフィードバックにつなげます。医療‧福祉
‧デザインのみなさまと共創し、公平性と説明性を検証しながら、PTSD予防や⼥性のメンタルヘルスなど⽀援
が必要な領域へも広げ、「BMIのある⽇常」の実装を着実に進めていきます。
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恐怖や緊張を運動パターンから抽出（iScience  2024） fMRIを⽤いた研究成果（Nature Comm 2024）と頭蓋内計測を⽤いた検証内容（進⾏中）

https://resou.osaka-u.ac.jp/en/research/2022/20220318_2

恐怖体験は「忘れられない」と同時に「思い出せない」という⽭盾した現象を⽣みます。私
たちは、恐怖体験当⽇は連合記憶によって恐怖の対象が広がり、翌⽇以降は体験の時系列が統
合されることで恐怖の範囲がせばまることを⽰しました。この経⽇変化は、扁桃体―腹内側前
頭前野回路に対して、海⾺と背外側前頭前野が時系列情報を伝える働きのバランスが切り替わ
ることで説明できます。さらに、PTSDリスクの⾼い不安傾向者ではこの切り替えが弱く、時系
列の取り込み低下が「（連合は）忘れられない∕（順序は）思い出せない」症状に関与する可
能性があります。これらの成果はNature Communications（2024）に報告しており、ムーン
ショットの⽬標に沿って実装へつなぐため、現在は栁澤SPMとともに頭蓋内計測での詳細検証
を進めています。


